On Shunjobo Chogen's Reconstruction of the Todaiji Monastery by 西田, 圓我
俊
乘
房
重
源
の
東
大
寺
再
建
に
つ
い
て
西
田
圓
我
一
俊
乘
房
重
源
上
人
の
作
善
行
は
、
わ
が
國
中
世
佛
教
史
を
色
ど
る
画
期
的
な
出
來
事
で
あ
り
、
ま
さ
に
世
人
の
注
目
を
浴
び
て
餘
り
あ
る
業
績
と
し
て
評
價
さ
れ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
そ
れ
は
僣
侶
と
し
て
の
彼
の
主
體
性
(勸
進
)
に
も
と
ず
く
も
の
で
あ
る
が
、
彼
の
拔
群
の
政
治
力
が
老
若
男
女
上
下
貴
賤
を
結
集
し
て
初
め
て
よ
く
な
し
え
た
も
の
と
評
價
出
來
る
の
で
あ
る
。
從
來
の
研
究
で
は
、
爲
政
者
の
側
と
重
源
と
の
關
係
は
比
較
的
よ
く
と
ら
え
ら
れ
た
が
、
尨
大
な
勞
働
力
の
供
給
源
と
な
つ
た
庶
民
と
の
關
係
は
等
閑
硯
さ
れ
た
き
ら
い
が
あ
つ
た
。
私
は
重
源
の
東
大
寺
再
建
に
焦
點
を
し
ぼ
り
な
が
ら
、
從
來
等
閑
覗
さ
れ
が
ち
で
あ
つ
た
庶
民
と
の
交
渉
も
積
極
的
に
取
上
げ
・
し
か
も
爲
政
者
の
側
と
の
交
渉
を
も
と
ら
え
て
總
合
的
な
剣
斷
に
立
つ
て
重
源
の
東
大
寺
再
建
を
評
價
し
て
い
き
た
い
ど
考
え
る
の
で
あ
る
。
日
本
中
世
佛
教
史
を
概
觀
す
る
時
、
東
大
寺
の
上
人
と
世
に
う
た
わ
れ
た
重
源
の
勸
進
活
動
は
、
眞
に
我
々
の
關
心
を
引
く
に
充
分
で
あ
り
・
ま
た
中
世
の
佛
教
が
勸
進
の
佛
教
で
あ
る
と
云
わ
れ
る
所
以
も
こ
こ
に
あ
る
か
の
ご
と
き
感
を
さ
え
覺
え
る
の
で
あ
る
。
　　
ユ
　
重
源
は
、
保
安
二
年
(
一
=
二
)
紀
季
重
の
第
四
男
と
し
て
、
京
都
に
生
ま
れ
て
い
る
。
古
代
か
ら
續
い
た
名
門
紀
氏
の
出
自
で
あ
俊
乘
房
重
源
の
東
大
寺
再
建
に
つ
い
て
五
七
五
八
る
。
續
群
書
類
從
卷
百
六
十
八
所
收
の
紀
氏
系
圖
に
よ
る
と
、
瀧
口
左
馬
允
の
役
職
を
持
つ
季
重
の
子
息
で
あ
る
か
ら
、
當
時
と
し
て
は
中
流
貴
族
の
出
身
で
あ
つ
た
と
云
う
こ
と
が
出
來
よ
う
。
幼
少
の
頃
の
史
料
は
欠
け
て
い
て
到
然
と
し
な
い
が
、
長
承
二
年
(
=
三
三
)
+
三
歳
で
醍
醐
寺
に
入
つ
て
出
家
崖
し
て
佛
弟
子
と
し
て
の
箜
歩
を
印
し
・
上
靄
圓
罌
に
居
住
し
た
よ
う
で
あ
篭
謡
掣
新
要
録
卷
第
十
一
、
金
剛
王
院
篇
に
見
え
る
「法
流
血
脈
事
」
に
よ
る
と
、
金
剛
王
院
權
大
僭
都
源
運
の
門
流
と
し
て
重
源
の
名
が
見
え
て
い
る
。
そ
の
後
の
重
源
は
、
若
き
日
の
弘
法
大
師
空
海
が
そ
う
で
あ
つ
た
と
同
じ
よ
う
に
、
諸
國
行
脚
の
修
行
の
旅
に
出
て
い
る
。
南
無
阿
彌
陀
佛
作
善
弩
詑
る
と
・
保
延
三
年
三
三
七
)
+
七
歳
の
時
・
空
海
の
遺
跡
を
慕
つ
て
・
四
霧
を
修
行
し
て
廻
つ
て
縫
)保
蜑
x
-
(
1
1
三
九
)
+
九
勢
時
に
は
・
初
め
て
大
峯
を
修
行
し
・
ま
た
馨
・
御
嶽
・
蟇
等
の
靈
場
を
巡
拜
し
て
い
聡
5
澹
後
・
ま
た
弘
法
大
師
の
遺
跡
を
慕
つ
て
、
高
野
山
に
も
登
つ
て
い
る
。
若
き
日
の
重
源
は
、
眞
言
宗
の
開
租
空
海
を
敬
愛
し
・
み
つ
か
ら
の
規
範
と
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。
空
海
が
讃
岐
の
滿
濃
池
を
作
つ
て
、
農
民
の
難
澁
を
救
つ
た
り
、
庶
民
の
教
育
機
關
た
る
綜
藝
種
智
院
を
作
る
等
の
幅
田
事
業
を
殘
し
て
い
る
ご
と
く
、
重
源
の
勸
進
活
動
の
第
一
歩
も
、
久
壽
二
年
(
=
五
五
)
六
月
廿
一
日
、
久
方
ぶ
り
で
出
家
得
渡
讒
鑷
へ
歸
つ
て
、
栢
杜
堂
を
建
て
、
九
躰
阿
靉
像
を
造
る
・し
と
に
結
縁
す
る
・、
と
に
よ
つ
て
、
そ
の
華
切
つ
て
落
し
た
の
で
あ
る
。
龍
谷
大
學
の
二
葉
憲
香
教
授
の
言
葉
を
借
り
る
と
、
日
本
佛
教
史
に
お
け
る
反
律
令
佛
教
の
系
譜
は
、
聖
徳
太
子
に
初
ま
り
、
光
明
子
に
受
け
禦
れ
、
私
藩
行
基
を
經
て
、
最
澄
・
窪
塁
り
・
さ
ら
量
源
鰲
゜
忍
性
等
に
受
蘰
が
れ
て
い
る
よ
う
で
馨
α4
大
谷
大
學
の
五
來
醤
士
の
説
に
よ
る
と
・勸
誉
は
・宗
教
的
作
善
盖
會
的
作
善
髪
共
に
併
せ
行
う
こ
と
で
あ
る
と
云
わ
爐
覽
こ
れ
ら
の
説
に
助
け
ら
れ
る
と
、
空
海
を
敬
愛
し
な
が
ら
行
な
つ
た
重
源
の
勸
進
活
動
の
持
っ
意
味
と
、
日
本
佛
敏
史
上
に
お
け
る
位
置
付
け
と
が
、
私
の
腦
裡
に
は
つ
き
り
と
理
解
で
き
る
よ
う
に
思
え
る
の
で
あ
る
。
最
初
に
業
績
の
分
類
分
け
か
ら
初
め
よ
う
。
保
安
二
年
(
=
二
一
)
か
ら
建
永
元
年
(
=
δ
六
)に
至
る
重
源
一
生
涯
の
業
績
を
つ
ぶ
さ
に
檢
討
し
て
、
こ
れ
を
三
つ
の
期
間
に
分
け
て
考
え
た
い
と
思
う
。
第
一
の
期
聞
は
、
保
安
二
年
(
二
一二
)
か
ら
治
承
五
年
(
二
八
一
)に
至
る
六
十
一
ケ
年
間
で
あ
る
。
第
二
の
期
間
は
、
養
和
元
年
(
一
一
八
一
)東
大
寺
大
勸
進
職
に
任
命
さ
れ
て
か
ら
建
仁
三
年
(
一
二
〇
三
)東
大
寺
總
供
養
に
至
る
十
三
ケ
年
間
で
あ
る
。
第
三
の
期
閥
は
、
建
仁
三
年
(
=
一〇
三
)生
涯
の
業
績
を
録
し
た
「南
無
阿
彌
陀
作
善
集
」
を
作
つ
て
よ
り
建
永
元
年
(
ご
一〇
六
)
八
十
六
歳
の
高
齢
を
も
つ
て
東
大
寺
に
お
い
て
示
寂
し
た
四
ケ
年
間
で
あ
る
。
第
一
の
期
間
は
、
年
期
の
上
で
は
六
十
一
ケ
年
間
と
非
常
に
長
い
が
、
重
源
に
と
つ
て
は
、
云
わ
ば
脚
光
を
浴
び
な
い
惠
ま
れ
ざ
る
時
代
で
あ
つ
た
と
云
う
こ
と
が
出
來
よ
う
。
第
二
の
期
閤
は
、
東
大
寺
再
建
の
勸
進
の
こ
と
に
奔
走
し
た
云
わ
ぼ
重
源
の
眞
骨
頂
を
示
し
た
最
も
脚
光
を
浴
び
た
時
代
で
あ
り
、
小
稿
で
中
心
に
論
じ
よ
う
と
す
る
の
も
實
は
こ
の
時
期
な
の
で
あ
る
。
第
三
の
期
問
は
、
云
わ
ぼ
重
源
に
と
つ
て
、
晩
年
の
整
理
の
期
間
で
あ
つ
た
と
考
え
て
も
大
過
な
い
で
あ
ろ
う
。
さ
て
こ
こ
で
私
は
、
小
稿
で
中
心
に
論
じ
よ
う
と
す
る
第
二
の
期
間
を
さ
ら
に
細
か
く
三
つ
の
期
間
に
分
け
て
考
え
た
い
。
第
一
期
。
養
和
元
年
(
一
一
八
一
)
八
月
、
重
源
に
東
大
寺
造
營
勸
進
の
宣
旨
を
賜
わ
つ
て
よ
り
文
治
元
年
(
=
八
五
)
八
月
廿
八
日
、
東
大
寺
大
佛
開
眼
供
養
に
至
る
五
ケ
年
間
。
第
二
期
。
文
治
元
年
(
=
八
五
)
よ
り
建
久
六
年
(
二
九
五
)三
月
十
二
日
、
東
大
寺
供
養
に
至
る
十
一
ケ
年
間
。
俊
乘
房
重
源
の
東
大
寺
再
建
に
っ
い
て
五
九
六
〇
第
三
期
。
建
久
六
年
(
一
一
九
五
)
よ
り
建
仁
三
年
(
一
二
〇
三
)十
一
月
卅
日
、
東
大
寺
總
供
養
に
至
る
九
ケ
年
間
。
と
云
う
こ
ど
に
な
る
。
第
一
期
は
、
重
源
が
懇
望
し
て
彼
の
右
腕
と
し
て
そ
の
力
量
を
高
く
評
價
し
た
宋
の
匠
、
陳
和
卿
の
指
導
の
も
と
に
大
佛
の
鑄
造
が
行
な
わ
れ
、
完
成
の
曉
に
は
、
後
白
河
法
皇
の
臨
席
を
得
て
親
し
く
開
眼
供
養
の
盛
儀
が
と
り
行
わ
れ
た
。
第
二
期
。
こ
の
期
間
が
重
源
に
と
つ
て
、
最
も
苦
勞
の
連
續
の
期
間
で
あ
つ
た
。
大
佛
の
開
眼
は
終
つ
た
が
、
ま
だ
そ
れ
を
入
れ
る
堂
宇
の
造
營
が
殘
さ
れ
て
い
た
。
院
廳
は
文
治
二
年
(
コ
八
六
)
三
月
廿
三
日
、
周
防
國
を
東
大
寺
造
營
料
に
宛
て
、
重
源
を
し
て
國
務
を
(註
9
)
管
せ
し
む
る
儀
を
發
令
し
た
。
文
治
二
年
(
二
八
六
)
四
月
十
八
日
、
早
速
重
源
は
、
番
匠
等
を
率
い
て
周
防
國
に
下
向
し
、
杣
山
に
入
つ
て
い
総
紲
大
寺
大
佛
殿
の
霪
瑟
要
な
用
材
を
殆
ん
ど
周
防
杣
に
依
存
し
た
の
も
こ
の
よ
う
蘿
緯
に
よ
る
の
で
あ
る
・
幾
多
の
艱
難
心
苦
の
す
え
に
よ
う
や
く
建
久
元
年
(
二
九
〇
)十
月
に
大
佛
殿
上
棟
、
つ
い
で
同
六
年
(
=
九
五
)三
月
十
二
日
落
慶
法
要
。
こ
の
際
に
は
、
後
鳥
羽
天
皇
の
行
幸
を
仰
ぎ
、
將
軍
頼
朝
も
遙
々
鎌
倉
か
ら
下
向
し
て
盛
儀
に
參
列
し
て
い
る
。
こ
の
期
間
が
小
稿
の
中
心
と
な
る
の
で
、
第
三
章
で
詳
細
に
論
じ
よ
う
と
思
つ
て
い
る
。
第
三
期
は
、
造
營
の
重
點
が
大
佛
殿
の
脇
侍
像
と
四
天
王
像
の
造
立
、
お
よ
び
南
大
門
の
建
築
と
そ
の
仁
王
像
の
製
作
に
向
け
ら
れ
た
。
そ
の
ほ
か
、
建
久
八
年
(
=
九
七
)
二
月
に
八
幡
宮
上
棟
。
同
九
年
(
一
一
九
八
)
三
月
戒
壇
院
上
棟
。
建
仁
元
年
(
=
一〇
一
)
十
二
月
廿
七
日
八
幡
像
開
眼
等
も
あ
つ
て
、
建
仁
三
年
(
一
二
〇
三
)十
一
月
卅
日
、
土
御
門
上
皇
來
臨
の
も
と
に
總
供
養
を
と
げ
て
い
る
。
東
大
寺
大
勸
進
職
に
任
命
さ
れ
て
以
後
の
重
源
は
、
彼
の
八
十
六
ケ
年
の
長
い
生
涯
の
中
で
、
最
も
脚
光
を
浴
び
た
花
形
の
時
代
で
あ
つ
た
。
し
か
し
、
ま
た
、
再
建
に
俘
な
う
心
痛
も
想
像
を
越
え
る
も
の
が
あ
つ
た
。
さ
て
、
私
の
分
類
に
從
が
う
と
、
前
述
の
期
問
の
中
で
、
第
二
の
期
間
、
第
二
期
が
、
重
源
に
と
つ
て
は
、
最
も
試
練
を
件
な
つ
た
苦
勞
の
時
代
で
あ
つ
た
と
云
う
こ
と
が
出
來
る
よ
う
で
あ
る
。
前
述
の
ご
と
く
、
私
は
、
こ
の
期
間
を
特
に
詳
細
に
論
じ
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
俊
乘
房
重
源
に
關
す
る
最
近
の
研
究
と
し
て
は
、
伊
藤
眞
徹
教
授
の
「俊
乘
房
重
源
の
輻
田
事
業
に
つ
い
て
」
(佛
教
大
學
々
報
第
二
+
八
號
所
收
)
、
南
都
佛
教
會
編
纂
に
か
か
る
南
都
佛
教
特
輯
號
「
重
源
上
人
の
研
究
」
、
角
川
新
書
五
來
重
博
士
著
「高
野
聖
」
の
申
の
俊
乘
房
重
源
に
關
す
る
章
等
、
私
の
管
見
に
及
ん
だ
い
ず
れ
も
勞
作
で
あ
る
が
、
淺
學
菲
才
の
筆
者
は
、
諸
先
學
の
成
果
に
啓
發
さ
れ
な
が
ら
、
瓧
會
經
濟
史
的
視
點
を
も
加
味
し
て
、重
源
の
勸
進
活
動
を
特
に
東
大
寺
再
建
に
焦
點
を
あ
て
て
考
察
し
よ
う
と
思
う
の
で
あ
る
。
二
俊
乘
房
重
源
の
生
涯
の
業
績
を
知
る
上
で
き
わ
め
て
貴
重
な
史
料
と
し
て
、
建
仁
三
年
(
=
一〇
三
)
東
大
寺
總
供
養
の
あ
と
で
録
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
「南
無
阿
彌
陀
佛
作
善
集
」
と
、
建
久
八
年
(
=
九
七
)
六
月
十
五
日
、
重
源
が
弟
子
の
含
阿
彌
陀
佛
定
範
に
、
伊
賀
國
の
阿
波
、
廣
瀬
山
田
、
有
丸
諸
庄
、
播
磨
國
の
大
部
庄
、
周
防
國
の
椹
野
、
宮
野
兩
庄
、
備
前
國
の
南
北
條
、
長
沼
紳
前
、
野
田
諸
庄
等
の
寺
領
と
、
高
野
新
別
所
、
東
大
寺
別
所
、
渡
部
別
所
、
播
磨
別
所
等
の
諸
堂
舍
を
讓
つ
た
「
重
源
讓
状
」
と
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
根
本
的
な
資
料
と
し
て
周
知
の
處
で
あ
る
。
主
と
し
て
こ
れ
ら
の
史
料
に
よ
り
な
が
ら
、
そ
の
他
の
東
大
寺
關
係
史
料
、
法
然
上
人
關
係
史
料
、
玉
葉
、
吾
妻
鏡
等
を
參
考
に
し
な
が
ら
東
大
寺
再
建
を
論
じ
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
養
和
元
年
(
=
八
一
)
八
月
、
俊
乘
房
重
源
が
東
大
寺
再
建
大
勸
進
職
に
任
命
さ
れ
た
經
過
に
つ
い
て
は
、
古
來
よ
り
二
つ
の
読
が
あ
(註
1
)
る
。
一
つ
は
、
東
大
寺
の
史
科
に
よ
る
彼
自
身
の
夢
告
に
よ
る
と
す
る
諡
と
、
他
の
一
つ
は
、
淨
土
宗
の
史
料
に
よ
る
法
然
上
人
の
推
擧
(註
12
)
に
よ
る
と
す
る
読
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
上
に
、
最
近
、
五
來
重
博
士
は
、
明
遍
の
推
擧
が
大
き
な
力
を
な
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
云
う
(註
13
)
新
読
を
だ
し
て
お
ら
れ
る
。
今
こ
れ
ら
の
諸
説
に
對
し
て
、
い
ず
れ
の
説
に
よ
る
べ
き
か
を
論
ず
る
ゆ
と
り
を
持
た
な
い
の
で
、
諸
説
の
俊
乘
房
重
源
の
東
大
寺
再
建
に
つ
い
て
六
一
六
二
紹
介
に
の
み
と
ど
め
て
先
を
急
ぐ
こ
と
に
し
た
い
。
い
ず
れ
の
説
に
よ
る
に
し
て
も
、
重
源
が
東
大
寺
再
建
大
勸
進
職
に
任
命
さ
れ
た
と
云
う
こ
と
は
、
画
期
的
な
出
來
事
で
、
そ
れ
ま
で
さ
し
て
著
名
で
も
な
か
つ
た
重
源
が
一
躍
時
代
の
脚
光
を
あ
び
て
、
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ァ
ッ
プ
さ
れ
て
き
た
と
云
う
こ
ど
に
、
異
論
を
さ
し
は
さ
む
わ
け
に
は
い
か
な
い
よ
う
で
あ
る
。
治
承
四
年
(
=
八
〇
)
十
二
月
廿
八
日
、
夲
重
衡
の
南
都
燒
打
に
よ
つ
て
、
東
大
寺
一
山
こ
と
ご
と
く
が
燒
亡
し
て
し
ま
つ
た
。
こ
の
間
の
事
情
を
「
玉
葉
」
の
著
者
九
條
〔兼
實
は
、
(春
日
)
巳
刻
人
告
云
、
重
衡
朝
臣
征
伐
南
都
、
只
今
歸
洛
云
々
、
又
人
云
、
興
輻
寺
東
大
寺
己
下
堂
宇
房
舍
拂
地
燒
失
、
於
御
祗
者
冤
了
云
々
、
又
惡
徒
三
十
餘
人
梟
首
之
、
其
殘
逃
籠
春
日
山
云
々
、
至
于
凶
徒
之
被
戮
者
、
還
爲
御
寺
要
事
、
七
大
寺
已
下
悉
變
灰
燼
之
條
、
爲
世
爲
民
佛
法
王
法
滅
盡
了
歟
、
凡
非
言
語
之
所
及
、
非
筆
端
之
可
記
。
(下
略
)
(註
14
)
と
傳
え
て
、
大
い
に
嘆
き
悲
し
ん
で
い
る
。
重
源
が
い
つ
頃
か
ら
東
大
寺
と
關
係
を
持
つ
に
至
つ
た
か
を
考
察
す
る
時
、
勿
論
養
和
元
年
(
=
八
一
)
八
月
。
東
大
寺
造
營
勸
進
の
宣
旨
を
賜
わ
つ
た
時
點
に
お
い
て
關
係
を
持
つ
に
至
つ
た
こ
と
は
明
白
な
事
實
で
あ
る
が
、
そ
腔
以
前
に
も
ち
よ
つ
と
し
た
出
來
事
が
あ
っ
た
。
師
ち
、
治
承
五
年
(
=
八
一
)
二
月
下
旬
、
重
源
は
東
大
寺
に
參
詣
し
て
、
燒
け
損
じ
た
大
佛
を
見
て
大
い
に
歎
い
て
い
る
。
こ
の
間
の
事
情
を
東
大
寺
造
立
供
養
記
は
次
の
ご
と
く
傳
え
て
い
る
。
脈
養
和
元
年
四
月
九
日
、
重
源
上
人
行
向
隆
亭
云
、
東
大
寺
事
再
々
感
靈
夢
、
仍
二
月
下
旬
參
詣
彼
寺
、
拜
見
燒
失
之
跡
、
鳥
瑟
之
首
落
而
在
干
後
、
定
惠
之
手
折
而
横
于
前
、
灰
燼
積
而
如
火
山
、
餘
煙
揚
而
似
黒
雲
、
日
暗
心
滔
、
愁
涙
難
抑
、
遇
一
兩
耆
老
、
述
心
緒
之
處
、
爲
勅
使
下
向
之
由
承
之
、
仍
所
參
也
。
東
大
寺
造
立
供
養
記
の
記
載
に
作
意
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
こ
の
記
事
を
そ
の
ま
ま
信
用
す
る
と
す
る
な
ら
ば
、
養
和
元
年
(
一
一
八
一
)
四
月
に
は
す
で
に
重
源
が
東
大
寺
再
建
大
勸
進
職
に
任
命
さ
れ
る
下
地
が
出
來
て
い
た
と
見
て
も
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
養
和
元
年
(
二
八
一
)
八
月
。
東
犬
寺
造
營
大
勸
進
職
に
任
命
さ
れ
て
以
後
の
重
源
は
、
ま
ず
手
始
め
に
、
何
を
行
な
つ
た
か
と
云
う
こ
と
が
問
題
に
な
る
。
重
源
が
最
初
に
行
な
つ
た
事
業
は
、
燒
け
損
じ
た
東
大
寺
大
佛
の
鑄
造
で
あ
つ
た
。
し
か
も
、
ま
ず
大
佛
の
螺
髪
を
鑄
す
る
こ
と
で
あ
つ
た
。
養
和
元
年
(
一
一
八
一
)
十
月
、
重
源
は
洛
中
の
諸
家
を
勸
進
し
て
廻
り
、
女
院
そ
の
他
よ
り
奉
加
を
受
け
て
(註
15
)
い
る
。
こ
れ
よ
り
さ
き
、
養
和
元
年
(
=
八
一)
八
月
、
東
大
寺
再
建
大
勸
進
職
に
任
命
さ
れ
る
や
否
や
す
ぐ
に
「
造
一
輪
車
六
兩
、
令
(註
16
)
勸
進
七
道
諸
國
」
と
見
え
て
い
て
、
四
方
の
有
縁
に
尺
布
寸
鐵
一
木
牛
錢
の
奉
加
を
求
め
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
老
若
男
女
上
下
貴
賤
の
別
を
問
わ
ず
、
廣
い
範
圍
に
勸
進
の
實
を
あ
げ
て
い
つ
た
わ
け
で
あ
る
。
ち
な
み
に
玉
葉
養
和
二
年
(
一
一
八
二
)
二
月
廿
日
の
條
は
、
重
源
が
東
大
寺
大
佛
鑄
造
の
費
用
を
、
主
と
し
て
知
識
物
(勸
進
の
奉
加
物
)
を
も
つ
て
な
す
由
を
述
べ
た
こ
と
を
傳
え
て
い
(註
17
)
る
。大
佛
の
鑄
造
は
は
じ
め
た
も
の
の
な
か
く
適
當
な
技
術
者
が
現
わ
れ
な
か
つ
た
。
た
ま
く
宋
の
鑄
師
陳
和
卿
が
鎭
西
に
渡
つ
て
き
て
お
り
、
歸
國
し
よ
う
と
し
て
は
船
が
難
波
し
て
そ
の
度
に
思
い
と
ど
ま
つ
て
い
る
の
を
、
重
源
が
懇
望
し
て
大
佛
の
鑄
造
の
こ
と
に
あ
(註
18
)
た
ら
せ
た
の
で
あ
る
。
壽
永
二
年
(
二
八
三
)
正
月
廿
四
日
、
重
源
は
初
め
て
九
條
象
實
の
館
に
招
か
れ
て
、
來
る
四
月
頃
に
は
、
大
佛
の
鑄
造
が
完
成
す
る
で
あ
ろ
う
と
云
う
報
告
を
行
な
つ
て
い
る
。
そ
の
時
に
秉
實
に
語
つ
た
言
葉
が
實
に
お
も
し
ろ
い
。
彼
の
勸
進
聖
と
し
て
の
側
面
を
遺
憾
な
く
發
揮
し
て
い
る
。
邸
ち
、
玉
葉
壽
永
二
年
正
月
廿
四
日
の
條
は
、
(前
略
)
件
聖
人
渡
唐
三
箇
度
、
彼
國
之
風
俗
委
所
見
知
云
々
、
仍
粗
問
之
、
所
語
之
事
、
實
希
異
多
端
者
歟
と
見
え
て
い
る
。
つ
づ
い
て
、
重
源
が
秉
實
に
天
台
山
や
阿
育
王
の
こ
と
を
こ
と
こ
ま
か
に
語
つ
て
い
る
樣
子
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
た
る
や
餘
り
に
も
お
伽
ば
な
b
じ
み
て
い
る
。
し
か
し
、
重
源
の
話
術
が
餘
り
に
も
巧
み
で
あ
つ
た
た
め
か
、
「
此
聖
人
之
體
、
俊
乘
房
重
源
の
東
大
寺
再
建
に
っ
い
て
六
三
六
四
實
無
餝
詞
、
尤
足
可
貴
敬
者
也
」
と
兼
實
は
感
心
し
て
全
く
信
用
し
た
よ
う
で
あ
つ
た
。
(註
19
)
壽
永
二
年
(
一
一
八
三
)
二
月
十
一
日
に
は
、
大
佛
の
鑄
造
も
盆
々
進
捗
し
、
右
手
の
鑄
造
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
四
月
十
九
日
に
は
、
い
よ
く
大
佛
の
頭
部
の
鑄
造
が
始
め
ら
れ
、
こ
の
頃
か
ら
、
鑄
師
草
部
是
助
等
を
加
え
て
、
五
月
十
八
日
に
は
、
そ
の
鑄
造
を
絡
り
、
六
月
百
に
は
磨
き
上
げ
て
墾
2。
野
寺
續
纛
造
佛
篇
に
見
え
る
暴
治
藕
佛
工
事
L
に
は
・
繻
の
内
譯
け
を
・
宋
朝
工
七
人
、
大
工
陳
和
卿
舍
弟
陳
佛
壽
從
五
人
日
本
鑄
物
師
工
十
四
人
大
工
散
位
草
部
是
助
長
二
人
草
部
是
弘
同
助
延
小
工
十
一
人
是
末
助
吉
爲
直
助
友
貞
永
延
行
助
時
助
友
助
包
是
則
宗
直
と
記
載
し
て
い
て
、
總
勢
二
十
一
人
で
こ
の
仕
事
に
た
ず
さ
わ
つ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。
さ
き
に
も
、
一
輪
車
六
兩
を
作
つ
て
、
尺
布
寸
鐵
一
木
牛
錢
の
奉
加
を
求
め
て
、
七
道
諸
國
の
有
縁
に
勸
進
せ
し
め
た
こ
と
は
の
べ
た
が
、
重
源
は
さ
ら
に
こ
の
仕
事
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
、
よ
り
一
層
庶
民
勸
進
の
實
を
あ
げ
ん
が
た
め
に
、
壽
永
二
年
(
=
八
三
)
(註
21
)
頃
か
ら
諸
人
に
阿
彌
陀
佛
號
を
付
し
始
め
て
い
る
。
法
然
上
人
傳
繪
詞
卷
第
三
に
、
大
佛
の
上
人
、
一
の
意
樂
を
お
こ
し
て
云
、
此
國
の
道
俗
、
閻
魔
宮
に
ひ
さ
ま
つ
か
む
と
き
、
交
名
を
と
は
れ
は
、
其
時
佛
名
を
唱
へ
し
め
む
か
た
め
に
、
あ
み
た
佛
名
を
つ
け
ん
と
て
、
ま
つ
我
名
を
は
南
無
阿
彌
陀
佛
云
々
我
朝
に
阿
彌
陀
佛
名
の
流
布
す
る
事
は
、
此
事
よ
り
は
し
ま
れ
り
。
・、
と
見
え
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
か
な
り
の
批
剣
も
あ
つ
た
よ
う
で
、
青
蓮
院
門
跡
慈
圓
は
猛
烈
な
批
剣
を
浴
び
せ
て
い
る
。
愚
管
抄
第
六
に
、
大
方
東
大
寺
ノ
俊
乘
房
ハ
阿
彌
陀
ノ
化
身
ト
云
コ
ト
出
キ
テ
、
ワ
ガ
身
ノ
名
ヲ
バ
南
無
阿
彌
陀
佛
ト
名
ノ
リ
テ
、
萬
ノ
人
二
上
一二
字
ヲ
キ
テ
、
空
ア
ミ
ダ
佛
、
法
ア
ミ
ダ
佛
ナ
ド
云
名
ヲ
付
ケ
ル
ヲ
、
誠
ニ
ヤ
ガ
テ
我
名
ニ
シ
タ
ル
尼
法
師
ヲ
・
カ
リ
、
パ
テ
ニ
法
然
ガ
弟
子
ト
テ
、
カ
・
ル
事
ド
モ
シ
出
タ
ル
、
誠
ニ
モ
佛
法
ノ
滅
相
ウ
タ
ガ
イ
ナ
シ
、
是
ヲ
心
ウ
ル
ニ
モ
、
魔
ニ
ハ
順
魔
逆
魔
ト
云
、
コ
ノ
順
魔
ノ
カ
ナ
シ
ウ
カ
ヤ
ウ
ノ
事
ド
モ
ヲ
シ
フ
ル
也
、
彌
陀
二
教
利
物
偏
増
ノ
マ
コ
ト
ナ
ラ
ン
世
ニ
ハ
、
罪
障
マ
コ
ト
ニ
滄
テ
極
樂
ヘ
マ
イ
ル
人
モ
有
ベ
シ
、
マ
ダ
シ
キ
ニ
眞
言
止
觀
サ
カ
リ
ニ
モ
ア
リ
ヌ
ベ
キ
時
、
順
魔
ノ
教
ニ
シ
タ
ガ
イ
テ
得
蛻
ス
ル
人
ハ
ヨ
モ
ア
ラ
ジ
、
悲
シ
キ
事
ド
モ
ナ
リ
。
と
見
え
て
い
る
が
、
慈
圓
の
批
到
は
、
重
源
に
と
つ
て
は
お
よ
そ
見
當
違
い
で
、
重
源
が
阿
彌
陀
佛
號
を
諸
人
に
付
し
た
と
云
う
の
は
、
東
大
寺
再
建
に
庶
民
を
結
縁
せ
し
め
る
勸
進
の
一
手
段
と
し
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
つ
た
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
彼
は
な
か
ー
の
.策
略
家
で
あ
つ
た
と
云
う
こ
と
が
出
來
よ
う
。
大
佛
の
鑄
造
は
、
老
若
男
女
上
下
貴
賤
の
合
力
に
よ
つ
て
、
順
次
完
成
へ
と
近
づ
い
て
い
つ
た
。
壽
永
三
年
(
=
八
四
)
正
月
五
日
、
(註
2
)
大
佛
の
左
手
の
鑄
造
を
行
な
つ
て
い
る
。
そ
し
て
重
源
の
見
込
で
は
、
本
年
中
に
大
佛
修
造
の
功
を
絡
る
と
い
う
。
い
よ
い
よ
完
成
ま
で
あ
と
一
歩
の
段
階
と
な
つ
た
。
六
月
二
十
三
日
、
東
大
寺
大
佛
の
鑄
造
は
、
ほ
ぼ
絡
り
に
近
ず
い
た
。
七
月
中
に
は
完
成
し
て
、
そ
の
後
、
(註
23
)
最
後
の
仕
上
げ
と
し
て
の
鍍
金
を
ほ
ど
こ
す
と
云
う
こ
と
を
造
寺
長
官
右
中
辨
藤
原
行
隆
が
兼
實
の
處
へ
出
向
い
て
語
つ
て
い
る
。
こ
の
(註
24
)
滅
金
料
と
し
て
、
鎌
倉
幕
府
の
源
頼
朝
が
金
千
兩
。
奥
羽
の
豪
族
藤
原
秀
衡
が
金
五
千
兩
を
合
力
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
頼
朝
は
再
び
元
(註
25
)
暦
二
年
(
=
八
五
)
三
月
七
日
に
は
、
重
源
に
樹
し
て
米
一
萬
石
、
砂
金
一
千
兩
、
上
絹
一
千
疋
等
を
奉
加
し
て
い
る
。
鎌
倉
幕
府
の
棟
梁
頼
朝
が
、
何
故
に
こ
の
よ
う
に
た
び
く
重
源
に
合
力
す
る
よ
う
に
な
る
の
か
を
考
察
す
る
に
、
重
源
の
依
頼
を
心
よ
く
受
け
入
れ
て
、
藾
朝
に
合
力
を
た
の
ん
だ
西
行
の
努
力
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
東
大
寺
は
李
氏
の
南
都
燒
打
に
よ
つ
て
燒
失
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
人
心
を
掌
握
す
る
上
か
ら
も
、
い
や
で
も
夲
氏
と
の
封
抗
上
強
力
な
援
助
を
お
し
ま
な
か
つ
た
の
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
鎌
倉
幕
府
の
權
威
の
偉
大
さ
を
天
下
に
示
す
必
要
が
あ
つ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
元
暦
二
年
(
=
八
五
)
四
月
廿
七
日
に
俊
乘
房
重
源
の
東
大
寺
再
建
に
っ
い
て
六
五
六
六
は
、
九
條
兼
實
は
、
大
佛
の
像
内
に
納
め
る
佛
舎
利
及
び
願
文
を
重
源
に
渡
し
、
八
月
廿
三
日
に
は
、
こ
れ
に
清
淨
經
な
ど
を
加
え
て
奉
(註
26
)
納
す
る
儀
が
行
な
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
い
よ
ー
待
ち
に
待
つ
た
東
大
寺
大
佛
開
眼
供
養
の
日
が
文
治
元
年
(
二
八
五
)
八
月
廿
八
日
に
(註
27
)
お
と
つ
れ
る
の
で
あ
る
。三
大
佛
の
開
眼
供
養
は
、
と
穿
こ
お
り
な
く
行
な
わ
れ
た
も
の
の
、
大
佛
殿
の
再
建
が
豫
想
外
の
難
工
事
で
あ
つ
た
。
文
治
二
年
(
コ
・
(註
28
)
八
六
)
三
月
廿
三
日
、
周
防
國
を
東
大
寺
造
營
料
に
宛
て
、
重
源
を
し
て
國
務
を
管
せ
し
む
る
の
儀
起
る
や
否
や
、
重
源
は
翌
月
十
八
日
(註
29
)
に
は
早
速
番
匠
等
を
率
い
て
周
防
國
に
下
向
し
、
杣
山
に
入
つ
て
い
る
。
こ
の
間
の
事
惰
を
東
大
寺
造
立
供
養
記
の
記
載
に
從
が
つ
て
大
略
爪遍
べ
て
お
き
た
い
。
供
養
記
の
冒
頭
の
部
分
は
、
文
治
二
年
春
、
被
寄
周
防
國
、
四
月
十
日
、
大
勸
進
以
下
十
餘
人
、
并
宋
人
陳
和
卿
、
番
匠
物
部
爲
里
、
櫻
島
國
宗
等
、
始
入
周
防
杣
(註
30
)
と
見
え
て
い
て
、
周
防
阿
彌
陀
寺
鐵
塔
銘
に
見
え
る
日
時
と
は
若
干
の
食
違
い
が
あ
る
が
、
そ
の
あ
と
の
記
載
が
お
も
し
ろ
い
。
當
時
の
周
防
國
の
状
態
は
と
云
う
と
、
源
李
合
戰
の
あ
と
に
て
大
變
な
損
亡
ぶ
り
で
あ
つ
た
。
耕
地
は
全
く
の
荒
蕪
地
と
化
し
、
u庶
民
の
生
活
は
(註
31
)
極
度
に
ひ
つ
ぱ
く
し
て
い
た
。
供
養
記
は
、
こ
の
慘
憺
た
る
歌
態
を
、
故
夫
者
賣
妻
、
妻
者
賣
子
、
或
逃
亡
、
不
知
數
者
也
、
纔
所
殘
百
姓
、
若
存
若
亡
、
爲
上
人
着
岸
之
時
、
國
中
飢
人
雲
集
也
。
と
記
し
と
穿
め
て
い
る
。
こ
～
に
お
い
て
、
勸
進
聖
重
源
の
眞
價
が
遺
憾
な
く
發
揮
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
供
養
記
は
、
上
人
發
悲
心
、
以
船
中
米
悉
令
施
行
矣
、
如
此
施
行
及
度
々
之
間
、
重
賜
農
料
種
、
令
生
活
人
民
、
爰
巡
檢
材
木
之
間
、
深
谷
高
巖
莫
不
歴
覽
、
命
杣
人
等
云
、
於
好
木
求
得
之
輩
者
・
柱
一
本
別
可
賜
米
一
石
云
々
、
因
茲
杣
人
等
各
發
勵
心
、
不
論
谷
峯
、
忘
贏
贔
負
、以
求
尋
好
木
也
.
と
記
載
し
て
い
る
。
重
源
は
、
ま
ず
、
疲
幣
ル
た
庶
民
に
施
米
を
行
な
つ
て
彼
等
を
手
な
ず
け
て
い
る
。
そ
し
て
、
杣
人
等
に
懸
賞
米
を
支
給
し
て
好
木
を
求
め
る
手
段
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
勸
進
聖
の
常
套
手
段
で
あ
つ
た
。
如
何
に
し
て
苦
勞
力
を
確
保
す
る
か
を
苦
慮
す
る
重
源
に
と
つ
て
は
、
當
然
の
處
置
で
あ
つ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
重
源
は
不
足
す
る
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
勞
働
力
を
お
ぎ
な
う
た
め
に
新
し
い
技
術
の
開
發
に
も
努
力
し
て
い
る
。
周
防
杣
に
お
い
て
新
し
い
工
夫
に
よ
る
轆
轤
二
張
を
建
て
た
と
云
う
の
も
こ
の
こ
と
の
現
わ
れ
で
あ
つ
た
。
何
分
に
も
柱
一
本
の
長
さ
も
九
丈
か
ら
十
丈
、
短
か
く
て
も
七
、
八
丈
は
あ
つ
て
、
そ
の
口
径
も
五
尺
に
及
ぶ
も
の
が
珍
し
く
な
か
つ
た
。
轆
轤
二
張
を
用
い
て
、
七
十
人
の
人
夫
を
も
つ
て
漸
く
こ
れ
を
引
く
有
樣
で
あ
つ
た
。
そ
の
柱
を
引
く
の
に
使
用
し
た
綱
は
直
径
六
寸
、
長
さ
五
十
丈
、
五
十
人
の
力
を
合
せ
て
僅
か
に
そ
の
一
丈
を
持
ち
あ
げ
る
く
ら
い
の
重
量
が
あ
り
、
そ
れ
を
柱
の
本
末
に
一
本
宛
つ
け
て
引
く
の
で
あ
る
か
ら
、
若
し
轆
轤
が
な
か
つ
た
ら
・
一
本
の
柱
に
千
餘
人
の
人
夫
を
必
要
と
し
た
こ
と
で
あ
つ
た
。
用
材
運
搬
の
た
め
に
、
數
十
丈
の
谷
を
埋
め
て
險
岨
な
地
を
丞
-ら
に
し
た
り
、
大
き
な
岩
を
碎
い
て
山
道
を
開
き
、
或
は
雜
木
を
倒
し
て
鋼
を
除
き
、
或
は
谷
か
ら
谷
へ
と
大
橋
を
架
け
た
。
嚴
寒
の
冬
に
は
氷
を
ふ
ん
で
人
力
を
盡
し
、
炎
天
の
夏
に
は
流
れ
る
汗
を
ふ
い
て
人
夫
を
勵
し
た
。
大
材
が
あ
る
か
ら
と
云
つ
て
も
好
木
を
得
る
こ
ど
は
な
か
く
に
困
難
な
仕
事
で
あ
つ
た
。
數
百
本
を
切
り
倒
し
て
も
僅
か
に
十
本
か
二
十
本
の
良
材
し
か
得
ら
れ
な
か
つ
た
。
何
故
か
と
云
え
ば
、
伐
採
技
術
が
未
熟
の
た
め
に
大
木
で
あ
つ
て
も
伐
採
中
に
破
損
し
て
使
い
も
の
に
な
ら
な
か
つ
た
り
、
節
枝
が
多
く
て
柱
と
し
て
の
利
用
價
値
に
乏
し
い
も
の
が
多
か
つ
た
。
杣
山
か
ら
伐
り
出
し
た
材
木
は
佐
波
川
に
落
し
、
三
谷
、
引
谷
兩
河
の
落
合
う
と
こ
ろ
に
設
け
ら
れ
た
木
津
に
集
め
ら
れ
た
。
木
津
に
は
木
屋
所
が
設
け
ら
れ
、
東
大
寺
か
ら
任
命
さ
れ
た
山
行
事
が
い
て
、
集
ま
つ
た
材
木
を
檢
査
し
て
合
格
し
た
も
の
に
は
「
東
大
寺
」
の
俊
乘
房
重
源
の
東
大
寺
再
建
に
つ
い
て
六
七
六
八
刻
印
を
捺
し
た
よ
う
で
あ
る
。
木
津
か
ら
海
ま
で
の
七
里
の
間
は
河
水
を
利
用
し
て
用
材
を
運
搬
す
る
の
で
あ
る
が
、
水
が
淺
い
た
め
に
百
十
八
ケ
所
の
堰
を
設
け
た
。
四
月
上
旬
か
ら
七
月
下
旬
に
至
る
ま
で
堰
に
入
つ
て
仕
事
を
つ
穿
け
た
の
で
人
夫
の
手
足
は
た
穿
れ
て
く
さ
つ
て
く
る
ほ
ど
で
あ
つ
た
。
供
養
記
は
、
こ
の
記
事
に
つ
い
て
、
身
力
悉
費
盡
畢
、
凡
如
此
等
大
事
、
唯
非
一
處
二
處
、既
數
百
處
也
、
唯
非
一
年
二
年
、
既
數
十
餘
年
也
。
と
逋
べ
て
い
る
。
と
に
か
く
大
變
な
苦
勞
を
件
な
つ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
苦
勞
の
結
果
、
杣
山
の
中
に
は
、
材
木
運
搬
の
た
め
に
延
三
百
町
に
も
餘
る
道
路
が
縱
横
に
走
り
、
木
津
附
近
は
水
が
淺
い
の
で
船
四
艘
を
柱
の
本
末
に
結
び
つ
け
て
、
こ
れ
を
淨
ば
せ
る
工
夫
を
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
筏
組
に
も
獨
特
の
工
夫
を
ほ
ど
こ
し
、
ま
た
筏
に
用
い
る
綱
も
普
通
の
も
の
で
は
な
く
て
、
葛
藤
を
用
い
る
と
云
う
工
夫
を
ほ
ど
こ
し
た
の
で
、
周
防
國
の
も
の
は
底
を
拂
い
他
國
へ
往
つ
て
葛
藤
を
採
集
し
て
く
る
ほ
ど
で
あ
つ
た
。
以
上
が
東
大
寺
造
立
供
養
記
に
見
え
る
周
防
の
杣
出
し
の
全
貌
で
あ
る
。
周
防
の
杣
か
ら
筏
り
出
さ
れ
た
材
木
は
海
路
攝
津
渡
邊
別
所
へ
ど
運
ぼ
れ
た
。
渡
邊
別
所
で
集
積
さ
れ
た
用
材
は
、
淀
川
を
逆
登
り
、
木
津
川
を
通
つ
て
、
東
大
寺
木
屋
所
へ
と
運
ば
れ
て
い
つ
た
。
渡
邊
別
所
は
周
防
の
杣
か
ら
運
ぼ
れ
て
く
る
用
材
の
集
積
地
と
し
て
重
要
な
役
割
を
荷
な
つ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
南
無
阿
彌
陀
佛
作
善
集
に
よ
る
と
、
重
源
の
作
つ
た
別
所
と
し
て
、
東
大
寺
別
所
、
渡
邊
別
所
、
播
磨
別
所
、
備
中
別
所
、
周
防
南
無
阿
彌
陀
佛
、
伊
賀
別
所
、
備
前
國
の
常
行
堂
を
あ
げ
る
こ
と
が
出
來
る
。
ま
た
、
重
源
讓
状
に
よ
る
と
、
高
野
新
別
所
專
修
往
生
院
の
名
が
見
え
て
い
る
。
高
野
新
別
所
專
修
往
生
院
の
設
立
は
別
と
し
て
も
、
そ
の
他
の
七
別
所
の
設
立
は
、
大
な
り
小
な
り
東
大
寺
再
建
と
云
う
大
事
業
を
推
進
さ
せ
る
た
め
の
手
段
と
し
て
設
立
さ
れ
た
感
が
深
い
。
別
所
に
つ
い
て
は
、
す
で
箪
轟
上
光
轟
吉
よ
つ
て
奚
寺
詣
山
の
別
所
が
詳
細
に
論
じ
、鷹
)比
叡
山
の
別
所
に
つ
い
て
(註
3
)
は
、
菊
地
勇
次
郎
氏
に
よ
つ
て
論
じ
ら
れ
た
。
重
源
の
設
立
し
た
別
所
は
、
東
大
寺
光
明
山
別
所
や
比
叡
山
の
別
所
と
は
少
し
く
趣
き
を
異
に
す
韓
陰
あ
る
.
重
源
の
別
所
は
、
し
い
て
云
え
ぼ
、
蘊
髪
郎
氏
の
指
摘
さ
れ
董
坊
に
誓
別
所
で
あ
る
と
云
三
嘉
出
來
よ
う
。
さ
て
、
重
源
讓
状
、
渡
部
別
所
の
條
に
は
、
渡
部
別
所
拜
木
屋
敷
地
副
各
券
文
と
見
え
て
い
て
、
渡
部
別
所
に
は
木
屋
所
が
併
設
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
諒
解
出
來
る
の
で
あ
る
。
東
大
寺
鐘
樓
岡
別
所
の
條
に
も
、
木
津
木
屋
敷
一
處
副
本
券
文
と
見
え
て
い
て
、
鐘
樓
岡
別
所
の
附
屬
施
設
と
し
て
木
屋
所
が
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
見
え
て
い
る
。
こ
の
條
で
は
具
體
的
に
、
在
二
階
九
問
二
面
倉
一
宇
、
五
間
二
面
雜
舎
一
宇
。
,と
そ
の
設
備
の
詳
細
を
書
き
と
穿
め
て
い
る
。
木靉
雛
蠣
論
鋒
蓑
簸
醗驚
膿
欝
魏
邂
儲
跡縫
鑾
賑
と
云
わ
れ
る
鐵
印
を
押
す
。
こ
れ
が
海
路
は
る
ぼ
る
攝
津
の
渡
邊
へ
と
運
ば
れ
、
そ
こ
で
一
た
ん
集
積
さ
れ
、
さ
ら
に
淀
川
・
木
津
川
を
逆
登
つ
て
東
大
寺
の
泉
木
津
木
屋
所
へ
と
運
び
こ
ま
れ
て
、
そ
こ
で
大
々
的
に
集
積
さ
れ
、
最
後
に
陸
路
東
大
寺
大
佛
殿
の
再
建
現
場
へ
と
運
び
こ
ま
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
さ
き
に
も
少
し
く
の
べ
た
よ
う
に
、
材
木
運
搬
の
技
術
に
つ
い
て
は
、
重
源
獨
特
の
工
夫
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
た
。
筏
組
み
に
は
普
通
の
綱
で
は
奮
て
葛
藤
を
用
い
、
醫
艘
に
柱
の
本
委
結
び
つ
け
て
淨
か
し
・
淨
柱
訟
囃
)・
藩
し
て
い
る
・
彎
時
代
の
初
め
頃
は
ま
だ
船
舶
の
發
達
も
充
分
で
は
な
く
、
九
丈
、
十
丈
も
あ
る
柱
を
海
路
運
ぶ
の
に
も
大
變
な
困
難
が
俘
な
つ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
か
た
く
な
い
。
大
型
の
帆
船
の
發
達
に
し
て
も
室
町
時
代
朝
鮮
か
ら
優
秀
な
木
綿
布
を
輸
入
す
る
よ
う
に
な
つ
て
以
後
の
こ
と
で
、
そ
れ
以
前
は
大
部
分
が
ム
シ
・
帆
の
船
か
手
こ
ぎ
の
磐
あ
つ
た
で
廴
鳩
聳
つ
て
露
用
材
蠱
ぶ
に
し
て
も
・
先
述
の
淨
柱
之
祕
術
が
應
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
大
變
な
艱
難
苦
勞
の
す
え
に
よ
う
ー
の
こ
ど
で
、
攝
津
渡
邊
へ
と
用
材
を
運
搬
し
て
き
た
こ
と
で
俊
乘
房
重
源
の
東
大
寺
再
建
に
つ
い
て
六
九
七
〇
あ
つ
た
。
さ
て
・
渡
邊
木
屋
所
へ
木
材
を
集
積
し
て
や
れ
く
と
一
い
き
つ
く
の
で
あ
る
が
、
そ
の
あ
と
が
ま
た
大
變
で
あ
つ
た
。
攝
津
渡
邊
か
ら
東
大
寺
泉
木
津
へ
と
運
ぶ
淀
川
、
木
津
川
は
登
り
で
あ
る
。
上
流
か
ら
下
流
へ
と
下
す
の
で
あ
れ
ば
さ
し
て
手
數
も
か
、
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
下
流
か
ら
上
流
へ
と
押
し
登
る
の
で
あ
る
。
今
日
の
よ
う
に
動
力
船
を
使
え
ば
さ
し
て
造
作
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
當
時
と
し
て
は
大
變
な
仕
事
で
あ
つ
た
。
そ
こ
で
引
き
舟
を
す
る
人
夫
が
登
場
し
て
く
る
の
で
あ
る
。
艤
舟
を
す
る
散
所
民
的
交
通
勞
働
者
に
つ
い
て
は
、
兵
範
記
保
元
三
年
(
=
五
八
)
三
月
廿
二
日
壬
午
の
條
に
、
石
清
水
臨
時
祭
也
。
申
斜
着
淀
、
殿
散
所
入
艤
舟
。
無
程
渡
了
。
(下
略
)
と
見
え
て
い
る
。
こ
丶
に
云
う
殿
散
所
人
ど
は
攝
關
家
の
散
所
人
の
こ
と
で
あ
る
。
西
岡
虎
之
助
氏
の
「莊
園
史
の
研
究
」
上
卷
「莊
園
に
お
け
る
倉
庫
の
經
彎
露
の
發
達
と
の
關
係
」
で
の
章
は
、
淀
川
の
本
支
流
沿
岸
の
地
に
船
津
の
機
能
を
も
つ
莊
園
が
多
く
發
達
し
た
こ
と
を
逋
べ
て
い
る
。
淀
津
に
は
諸
家
の
淀
散
所
が
構
成
さ
れ
、
藤
原
攝
關
家
の
散
所
も
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
散
所
人
が
艤
舟
の
こ
と
に
奉
仕
し
た
の
は
疑
い
の
な
い
事
實
で
あ
る
。
ま
た
、
山
崎
津
に
も
藤
原
攝
關
家
政
所
の
散
所
が
設
定
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
神
崎
川
お
よ
び
淀
川
本
流
の
川
口
一
帶
は
、
古
來
の
難
波
津
を
構
成
し
て
お
り
、
重
源
の
渡
邊
別
所
も
こ
丶
に
位
置
し
て
い
た
。
渡
邊
と
い
う
の
は
大
江
御
厨
近
邊
の
船
津
の
呼
稱
で
、
大
渡
邊
と
も
窪
津
と
も
い
わ
れ
た
。
大
渡
邊
の
地
は
、
仁
明
源
氏
の
渡
邊
黨
、
も
し
く
は
渡
邊
海
賊
の
根
據
地
で
あ
つ
た
。
重
源
は
こ
ん
な
所
に
(註
40
)
別
所
を
設
立
し
た
の
で
あ
る
。
攝
津
渡
邊
か
ら
泉
木
津
へ
と
至
る
淀
川
、
木
津
川
筋
は
攝
關
家
及
び
諸
家
の
散
所
が
お
か
れ
、
こ
れ
ら
散
所
人
の
艤
舟
と
云
う
合
力
に
よ
つ
て
初
め
て
泉
木
津
東
大
寺
の
木
屋
所
へ
と
材
木
を
運
び
こ
む
こ
と
が
出
來
た
の
で
あ
る
。
鎌
倉
幕
府
が
重
源
に
協
力
的
で
あ
つ
た
こ
と
は
さ
き
に
も
述
べ
た
が
、
引
き
つ
穿
き
周
防
の
杣
出
し
に
積
極
的
な
協
力
を
治
し
ま
な
か
つ
た
。
文
治
三
年
(
=
八
七
)
三
月
四
日
、
源
頼
朝
は
、
東
大
寺
造
營
の
材
木
運
搬
に
妨
害
を
な
さ
ず
精
勤
す
べ
き
こ
と
を
、
周
防
國
の
(註
41
)
地
頭
等
に
仰
付
け
て
い
る
。
文
治
四
年
(
=
八
八
)
二
月
十
八
日
に
は
、
東
大
寺
造
營
に
つ
い
て
、
重
源
に
合
力
す
べ
き
こ
と
を
、
帥
中
(註
42
)
納
言
經
房
に
申
渡
し
て
い
る
。
文
治
四
年
(
二
八
八
)
三
月
十
七
日
に
は
、
重
源
の
請
に
よ
つ
て
、
東
大
寺
の
用
材
を
周
防
國
か
ら
運
鍛
(註
43
)
す
る
に
つ
い
て
請
文
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
文
治
五
年
(
二
八
九
)
六
月
四
日
に
は
、
東
大
寺
の
用
材
を
周
防
國
か
ら
運
ぶ
に
つ
い
(註
4
)
て
、
こ
れ
に
特
に
力
を
盡
し
た
佐
々
木
高
綱
を
稱
讃
し
て
い
る
。
こ
れ
よ
り
さ
き
、
文
治
三
年
(
=
八
七
)
九
月
頃
、
長
さ
十
三
丈
に
も
(註
45
)
及
ぶ
棟
木
を
重
源
は
高
綱
等
の
協
力
を
得
て
、
周
防
の
杣
か
ら
採
取
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
重
源
と
佐
々
木
高
綱
と
の
周
防
國
に
お
け
る
關
係
は
特
に
密
接
な
も
の
が
あ
つ
た
よ
う
で
あ
る
。
建
久
二
年
(
=
九
一
)
閏
十
二
月
九
日
に
は
、
院
廳
御
下
文
に
よ
り
、
佐
々
木
高
綱
(註
46
)
を
奉
行
と
し
て
、
東
大
寺
の
柱
材
四
十
八
本
を
明
年
中
に
運
途
す
る
こ
と
を
、
幾
内
や
西
海
の
地
頭
等
に
仰
付
け
て
い
る
。
建
久
三
年
(註
47
)
(
=
九
二
)
十
二
月
廿
九
日
に
は
、
重
ね
て
令
し
て
、
周
防
國
に
お
け
る
東
大
寺
造
營
用
の
材
木
を
催
促
せ
し
め
て
い
る
。
ま
た
、
建
久
(註
48
)
四
年
(
=
九
三
)
三
月
二
日
に
は
、
東
大
寺
造
營
料
米
に
つ
い
て
、
精
誠
を
致
す
べ
き
こ
と
を
、
周
防
國
の
地
頭
に
命
じ
て
い
る
。
建
久
五
年
(
=
九
四
)
三
月
廿
二
日
に
は
、
東
大
寺
大
佛
光
背
に
用
い
る
砂
金
の
中
、
二
百
兩
を
ま
ず
迭
り
、
次
い
で
五
月
十
日
に
、
殘
り
の
(註
49
)
百
三
十
兩
を
迭
り
屆
け
て
い
る
。
建
久
五
年
(
一
一
九
四
)
五
月
廿
九
日
、
諸
國
の
守
護
に
令
し
て
、
東
大
寺
供
養
の
用
途
を
勸
進
せ
し
め
(註
50
)
て
い
る
。
建
久
五
年
(
二
九
四
)
六
月
廿
八
日
に
は
、
御
家
人
に
命
じ
て
東
大
寺
造
營
を
助
成
せ
し
め
、
殊
に
大
佛
の
脇
侍
菩
薩
像
、
四
(註
51
)
天
王
像
、
戒
壇
院
等
の
工
事
の
遲
延
し
て
い
る
の
を
催
促
し
て
い
る
。
建
久
五
年
(
=
九
四
)
九
月
二
日
、
諸
國
に
勸
進
し
た
東
大
寺
供
(註
52
)
養
の
用
途
の
中
、
御
布
施
を
京
都
ま
で
迭
り
屆
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
頼
朝
は
幾
多
の
積
極
的
な
協
力
を
お
し
ま
な
か
つ
た
。
建
久
六
年
(
1
1
九
五
)
三
月
十
二
日
の
東
大
寺
供
養
の
式
典
に
參
列
す
る
た
め
に
、
二
月
十
四
日
に
鎌
倉
を
出
立
し
、
三
月
四
日
に
は
京
都
に
着
俊
乘
房
重
源
の
東
大
寺
再
建
に
つ
い
て
七
一
七
二
(註
53
)
き
、
十
日
に
は
南
都
に
到
つ
て
い
る
。
そ
し
て
翌
十
一
日
に
は
、
馬
千
疋
を
東
大
寺
に
施
入
し
て
い
る
。
頼
朝
は
、
出
來
得
る
か
ぎ
り
の
力
を
盡
し
て
東
大
寺
再
興
の
こ
と
に
合
力
し
た
。
彼
は
晴
れ
ぼ
れ
と
し
た
氣
持
で
東
大
寺
供
養
の
盛
儀
に
參
列
し
た
こ
と
で
あ
つ
た
。
重
源
と
頼
朝
と
の
關
係
は
以
上
の
ご
と
く
で
あ
る
が
、
重
源
は
一
方
で
は
、
大
佛
殿
再
建
の
途
上
し
ば
ー
九
條
秉
實
と
も
連
絡
を
保
(註
54
)
つ
て
い
る
。
文
治
三
年
(
=
八
七
)
正
月
廿
六
日
に
は
、
蕪
實
と
二
度
目
の
會
見
を
行
な
つ
て
い
る
。
十
月
三
日
に
も
兼
實
に
謁
し
て
、
東
大
寺
造
營
に
關
し
て
、
人
夫
の
こ
と
、
痲
苧
の
こ
と
、
材
木
の
こ
と
等
を
語
つ
て
い
る
。
玉
葉
文
治
三
年
十
月
三
日
庚
午
の
條
は
、
(前
略
)
一
人
夫
事
算
計
國
中
庄
々
之
家
、
若
ハ
五
家
別
一二
人
、
若
十
家
別
一二
人
、
可
被
宛
召
、
當
時
之
沙
汰
田
卒
シ
天
被
宛
之
間
、
其
數
非
幾
、
其
役
甚
少
、
其
故
ハ
在
家
之
員
數
、
不
必
依
田
數
之
多
少
、
雖
在
家
多
田
數
少
、
雖
田
數
多
在
家
少
、
因
茲
或
一
身
勤
數
返
之
役
者
も
有
り
、
或
一
年
空
ク
遁
此
役
之
者
も
有
り
、
此
條
且
ハ
永
營
也
、
又
無
公
盆
、
仍
所
計
申
也
云
々
(以
下
略
)
と
記
し
と
ど
め
て
い
る
。
人
夫
の
調
逹
一
つ
を
取
り
上
げ
て
見
て
も
、
大
變
な
仕
事
で
あ
つ
た
。
重
源
は
、
人
夫
調
達
の
現
況
を
こ
と
細
か
に
秉
實
に
報
告
し
て
、
必
要
な
だ
け
の
人
數
を
そ
ろ
え
る
こ
と
が
如
何
に
困
難
で
あ
る
か
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
從
來
の
人
夫
調
達
方
法
が
如
何
に
現
實
に
側
し
て
い
な
い
か
の
實
例
を
あ
げ
な
が
ら
善
處
を
要
望
し
て
い
る
。
・
今
や
重
源
に
と
つ
て
、
東
大
寺
再
建
の
用
材
の
運
搬
等
に
必
要
な
人
的
資
源
の
確
保
が
最
も
重
大
な
任
務
に
な
つ
た
よ
う
で
あ
る
。
文
(註
5
)
治
三
年
(
二
八
七
)
頃
、
東
大
寺
淨
土
堂
を
建
立
し
て
、
「
勤
萬
人
之
念
佛
」
.と
云
う
こ
と
を
立
て
前
と
し
て
、
庶
民
を
宗
教
的
作
善
へ
と
結
縁
せ
し
め
る
と
同
時
に
、
東
大
寺
再
建
の
用
材
等
を
運
搬
す
る
た
め
の
重
要
な
勞
働
力
と
し
て
、
肚
會
的
作
善
へ
と
か
り
た
て
て
い
つ
た
の
で
あ
る
・
同
じ
よ
う
龕
旨
か
ら
・
文
治
三
年
(
二
八
七
)
票
ら
・
周
防
羈
陀
寺
の
建
立
に
か
か
つ
て
(髓
ま
た
麺
久
(註
57
)
三
年
(
一
一
九
二
)
九
月
廿
七
日
に
は
、
播
磨
淨
土
寺
を
建
立
し
て
い
る
。
等
の
出
來
事
が
あ
つ
た
。
建
久
二
年
(
=
九
一
)
頃
、
重
源
、
孚
作
の
大
佛
殿
に
觀
經
曼
荼
羅
と
淨
土
五
租
像
を
懸
け
、
法
然
上
人
源
空
を
請
じ
て
講
U
て
講
説
(註
58
)
せ
し
む
。
と
見
え
る
法
然
上
人
傳
記
の
記
載
も
實
は
庶
民
を
結
縁
せ
し
め
る
一
つ
の
手
段
と
し
て
行
な
わ
れ
た
こ
と
は
明
白
な
事
實
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
庶
民
勸
進
の
實
を
あ
げ
ん
と
し
て
色
々
な
手
段
が
講
U
ら
れ
た
。
こ
の
間
、
建
久
元
年
(
一
一
九
〇
)
十
月
十
九
日
、
東
大
(註
59
)
寺
大
佛
殿
上
棟
の
こ
と
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
つ
て
、
一
應
の
區
切
り
が
つ
い
た
の
で
、
建
久
元
年
(
=
九
〇
)
十
月
廿
七
日
に
は
、
東
大
寺
の
工
人
簍
齧
の
權
守
や
介
旨
籌
任
ず
る
と
一云
う
煙
の
こ
と
が
行
な
わ
櫨
樋
ま
た
・
建
久
三
年
(
二
九
二
)
八
月
廿
五
日
に
は
、
播
磨
國
大
部
庄
に
改
め
て
東
大
寺
領
と
し
て
の
膀
示
が
立
て
ら
れ
た
。
東
大
寺
造
營
料
の
確
保
が
如
何
に
重
大
な
問
題
で
あ
つ
た
か
が
理
解
出
來
る
わ
け
で
あ
る
。
具
體
的
に
淨
土
寺
文
書
に
、
左
辨
宮
下
播
磨
國
應
任
久
安
三
年
宣
旨
舊
跡
改
立
東
大
寺
領
當
國
管
賀
東
郡
内
大
部
庄
朽
損
四
至
榜
示
事
東
限
大
墓
西
限
賀
古
川
四
至
南
限
河
内
村
北
限
南
條
と
見
え
て
い
る
。
ま
た
、
重
源
讓
歌
に
も
大
部
庄
に
つ
い
て
、
播
磨
大
部
庄
者
、
往
古
寺
領
也
、
然
而
廢
到
年
尚
、
而
南
無
阿
彌
陀
佛
申
後
白
河
院
、
充
賜
和
卿
、
印
成
下
宣
旨
、
被
差
遣
官
使
、
改
俊
乘
房
重
源
の
東
大
寺
再
建
に
つ
い
て
七
三
七
四
打
四
至
膀
示
。
と
記
載
し
て
い
る
。
中
村
直
勝
博
士
「莊
園
の
研
究
」
第
五
播
磨
國
大
部
庄
の
章
で
大
部
庄
に
つ
い
て
は
詳
論
さ
れ
て
い
る
の
で
詳
細
は
こ
れ
に
ゆ
ず
る
こ
と
に
し
た
い
。
(註
61
)
さ
ら
に
、
建
久
三
年
(
=
九
二
)
三
月
十
三
日
に
は
、
強
力
な
外
護
者
後
白
河
法
皇
の
崩
去
に
出
會
つ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
種
々
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
東
大
寺
再
建
の
こ
と
は
困
難
を
き
わ
め
た
よ
う
で
あ
つ
た
。
建
久
四
年
(
二
九
三
)
正
月
十
四
日
、
高
雄
神
護
寺
の
文
覺
上
人
は
、
東
大
寺
造
營
の
困
難
な
る
こ
と
を
聞
き
、
彼
の
預
れ
る
故
後
白
河
法
皇
領
の
備
前
國
を
、
そ
の
造
營
料
に
宛
て
ん
こ
と
を
靄
七
霾
・
五
萋
篷
久
四
年
三
九
三
)
三
月
+
四
日
條
は
・
東
大
寺
造
營
の
た
め
に
・
播
髓
を
文
覺
塞
鑑
邁
竟
え
て
い
る
・
ま
た
・
愛
四
年
(
=
九
三
)四
月
吉
・九
條
書
は
・重
源
及
び
導
長
寔
長
を
召
し
て
、
東
大
寺
造
營
料
と
し
て
備
前
國
を
付
す
こ
と
畠
し
碆
て
(講
こ
れ
よ
り
さ
き
・
文
治
三
年
三
八
七
)
五
月
廿
九
日
に
は
・
簧
大
寺
司
臨
か
こ
と
が
あ
り
・
權
右
申
叢
原
定
長
が
・
行
隆
に
代
つ
て
導
書
淫
愈
れ
て
い
る
・
文
治
五
年
(
二
八
九
)
六
月
四
日
に
は
、
重
源
は
、
九
條
兼
實
に
樹
面
し
て
、
東
大
寺
造
營
の
困
難
な
る
こ
と
を
語
り
、
勸
進
職
を
辭
退
せ
ん
こ
と
を
申
し
出
て
い
る
。
造
營
が
如
何
に
困
難
を
き
わ
め
た
か
に
つ
い
て
は
、
次
の
史
料
が
よ
く
そ
の
こ
と
を
物
語
つ
て
い
る
。
師
ち
、
玉
葉
文
治
五
年
八
月
三
日
庚
寅
の
條
は
、
東
大
寺
聖
人
重
源
來
、
餘
謁
之
、
語
御
柱
百
五
十
餘
本
綵
了
、
十
餘
本
己
付
御
寺
了
、
上
御
沙
汰
不
緩
者
、
三
ケ
年
之
内
可
造
畢
云
々
、
而
如
當
時
者
、
周
防
國
中
之
莊
園
人
夫
不
合
期
、
又
一
向
有
對
捍
所
等
、
雖
申
上
無
御
沙
汰
、
又
彼
國
被
付
造
寺
以
後
、
新
立
莊
及
五
六
ケ
所
了
、
如
此
者
始
終
不
可
叶
、
諸
國
痲
苧
井
人
夫
一
切
不
叶
、
然
間
空
領
一
州
無
成
之
由
、
必
蒙
謗
難
歟
、
仍
只
奉
行
御
佛
事
、
欲
辭
造
寺
事
云
々
、
余
再
三
加
制
止
了
。
と
見
え
て
い
る
。
こ
の
史
料
に
見
え
る
よ
う
に
、
東
大
寺
大
佛
殿
の
再
興
は
大
變
な
難
工
事
で
あ
つ
た
。
さ
し
も
の
重
源
を
し
て
、
業
な
か
ば
に
造
營
の
こ
と
を
辭
退
せ
ん
と
す
る
決
意
を
さ
せ
た
程
で
あ
つ
た
。
し
か
し
、
老
若
男
女
上
下
貴
賤
を
論
ぜ
ず
一
體
と
な
つ
て
の
合
力
の
結
果
、
あ
ら
ゆ
る
苦
勞
を
な
め
な
が
ら
、
建
久
六
年
2
一
九
五
)
三
月
十
二
日
。
東
大
寺
供
養
の
運
び
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
日
、
後
鳥
羽
天
(註
6
)
皇
、
七
條
女
院
殖
子
、
將
軍
頼
朝
等
が
こ
の
盛
儀
に
參
列
。
宣
旨
に
よ
つ
て
、
重
漂
に
大
和
尚
の
號
が
授
け
ら
れ
た
の
で
あ
つ
た
。
四
建
久
六
年
(
=
九
五
)
三
月
十
二
日
、
東
大
寺
大
佛
殿
の
再
建
の
こ
と
は
成
り
、
東
大
寺
供
養
は
盛
大
に
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
附
帶
事
業
は
ま
だ
殘
つ
て
い
た
。
こ
の
期
間
は
、
前
に
も
述
べ
た
通
り
、
建
久
六
年
(
=
九
五
)
よ
り
建
仁
三
年
(
一
二
〇
三
)
十
一
月
卅
日
、
東
大
寺
總
供
養
が
行
な
わ
れ
る
に
至
つ
た
九
ケ
年
間
で
あ
つ
た
。
こ
の
問
、
建
久
八
年
(
=
九
七
)
四
月
廿
四
日
よ
り
八
月
廿
八
日
(註
67
)
の
問
に
、
東
大
寺
戒
壇
院
の
造
營
の
こ
と
が
行
わ
れ
、
正
治
元
年
(
=
九
九
)
六
月
に
は
、
東
大
寺
南
大
門
の
上
棟
の
こ
と
が
行
な
わ
れ
(註
68
)
(註
69
)
た
。
建
久
七
年
(
一
一
九
六
)
に
は
、
東
大
寺
大
佛
殿
の
石
の
脇
士
像
、
四
天
王
像
、
中
門
の
石
獅
子
等
が
造
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
間
、
造
東
大
寺
長
官
藤
原
定
長
も
建
久
六
年
(
=
九
五
)十
一
月
十
一
日
に
は
卒
去
し
た
の
で
、
三
代
目
と
し
て
、
翌
七
年
(
=
(註
70
)
九
六
)
二
月
一
日
、
藤
原
宗
頼
が
長
官
に
任
命
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
造
東
大
寺
長
官
も
、
行
隆
、
定
長
、
宗
頼
と
三
代
に
渡
つ
た
(註
71
)
わ
け
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
正
治
元
年
(
=
九
九
)
正
月
廿
日
に
は
、
四
代
目
と
し
て
、
藤
原
資
實
を
長
官
に
任
命
し
て
い
る
。
序
論
の
分
類
に
從
う
と
、
重
源
に
と
つ
て
、
第
二
の
期
間
第
三
期
は
、
東
大
寺
造
營
の
附
帶
事
業
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
各
地
に
設
立
俊
乘
房
重
源
の
東
大
寺
再
建
に
っ
い
て
七
五
七
六
し
た
別
所
の
經
營
に
そ
の
主
力
が
そ
そ
が
れ
、
こ
れ
ら
の
別
所
を
東
大
寺
と
よ
り
張
く
結
び
つ
け
る
こ
と
が
、
最
も
切
實
な
問
題
で
あ
つ
た
。建
久
六
年
(
=
九
五
)
八
月
五
日
に
、
重
源
は
周
防
國
へ
下
向
し
、
そ
の
七
日
か
ら
九
月
廿
八
日
ま
で
の
問
に
、
同
國
一
宮
の
玉
祀
神
(註
72
)
杜
の
造
替
を
し
、
ま
た
そ
の
頃
、
同
國
の
遠
石
八
幡
宮
、
小
松
八
幡
宮
、
末
武
八
幡
宮
、
松
崎
天
神
宮
等
を
も
造
營
し
て
い
る
。
同
年
九
(註
73
)
月
に
は
、
周
防
國
宮
野
庄
を
特
に
東
大
寺
領
と
定
め
て
い
る
。
備
前
國
に
つ
い
て
は
、
建
久
七
年
(
=
九
六
)
十
一
月
三
日
、
備
前
國
野
(註
盟
)
田
保
を
東
大
寺
大
佛
燈
油
料
地
ど
定
め
、
不
輸
地
と
し
て
い
る
。
建
久
八
年
(
=
九
七
)
十
一
月
廿
二
日
、
重
源
の
發
願
に
よ
つ
て
造
ら
れ
た
周
防
阿
彌
陀
寺
の
鐵
塔
銘
に
よ
る
と
、
大
檀
那
と
し
て
、
國
吏
留
守
所
多
々
良
氏
日
置
氏
大
原
氏
源
氏
大
中
臣
氏
上
氏
土
師
氏
賀
陽
氏
菅
野
氏
中
原
氏
佐
波
氏
胡
氏
安
部
氏
(註
75
)
矢
田
部
氏
の
名
が
見
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
在
廳
官
人
の
出
自
か
、
も
し
く
は
郡
名
を
附
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
の
で
、
そ
の
郡
の
豪
族
か
、
あ
る
い
は
、
古
代
の
名
族
の
支
族
が
こ
の
國
に
も
繁
衍
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
恐
ら
く
は
戸
主
一
個
人
で
は
な
く
て
、
戸
主
に
率
い
ら
れ
た
一
族
郎
黨
を
意
味
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
が
、
あ
げ
て
阿
彌
陀
寺
へ
と
結
縁
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
致
協
力
し
て
東
大
寺
再
興
の
こ
と
に
合
力
し
た
下
部
組
織
を
形
成
し
た
の
で
あ
つ
た
。
建
久
八
年
(
=
九
七
)
渡
邊
別
所
に
於
て
初
め
て
迎
講
を
始
む
。
と
見
え
る
作
善
集
や
重
源
譲
状
の
11I
載
を
見
て
も
、
迎
講
を
修
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
庶
民
結
縁
の
實
を
盆
々
あ
げ
ん
と
し
た
こ
と
は
疑
い
の
な
い
事
實
な
の
で
あ
る
。
正
治
二
年
(
=
一〇
〇
)
十
一
月
、
周
防
阿
彌
陀
寺
に
お
け
る
不
斷
念
佛
や
長
日
温
室
等
の
用
途
の
た
め
の
田
畠
を
定
め
た
こ
ど
も
ま
た
同
じ
主
旨
に
よ
る
ど
み
な
し
て
も
大
過
は
゜
(註
7
)
な
い
と
思
わ
れ
る
。
正
治
二
年
(
=
10
0
>
に
は
、
同
一
の
主
旨
の
も
と
に
、
播
磨
別
所
に
お
い
て
も
迎
講
を
始
め
て
い
る
。
建
仁
元
年
(
一
二
0
1
)
九
月
廿
一
日
に
は
、
渡
邊
別
所
に
お
い
て
迎
講
を
行
い
、
こ
れ
に
結
縁
し
た
と
思
わ
れ
る
八
條
女
院
障
子
内
親
王
は
、
攝
津
(註
78
)
頭
成
庄
を
念
佛
衆
供
料
と
佛
性
燈
油
料
と
し
て
施
入
し
て
い
る
。
ま
た
庶
民
結
縁
と
云
う
同
じ
主
旨
の
も
と
に
建
仁
二
年
(
=
δ
二
)
(註
79
)
頃
、
伊
賀
別
所
新
大
佛
寺
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
い
よ
い
よ
建
>
>>1年
c
1
二
〇
三
)
十
一
月
卅
日
、
東
大
寺
の
堂
宇
ご
と
ご
と
(註
80
)
く
完
成
し
て
總
供
養
が
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
つ
た
。
五
養
和
元
年
(
二
八
一
)
八
月
、
重
源
が
東
大
寺
大
勸
進
職
に
任
命
さ
れ
て
か
ら
建
仁
三
年
(
=
δ
三
)十
一
月
卅
日
、
東
大
寺
總
供
養
に
至
る
二
十
三
ケ
年
問
の
東
大
寺
再
建
事
業
と
ハ
そ
れ
に
附
帶
す
る
事
業
を
通
覽
す
る
時
、
重
源
の
設
立
し
た
云
わ
ゆ
る
七
別
所
は
、
東
大
寺
再
興
の
こ
と
を
よ
り
有
利
に
展
開
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
設
立
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
最
も
安
當
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
別
所
に
お
い
て
、
宗
教
的
作
善
と
瓧
會
的
作
善
と
も
共
に
併
せ
行
う
庶
民
の
結
縁
を
も
く
ろ
ん
だ
と
考
え
て
も
決
し
て
大
過
な
い
で
あ
ろ
(註
81
)
う
。
各
地
に
殘
る
別
所
に
は
各
々
湯
屋
が
設
け
ら
れ
て
い
て
、
湯
施
行
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
見
え
て
い
る
。
特
に
、
渡
邊
別
所
に
お
い
て
は
、
不
斷
念
佛
衆
の
た
め
の
小
湯
屋
と
別
所
に
結
縁
し
た
庶
民
の
た
め
の
無
差
の
大
湯
屋
が
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
こ
の
こ
と
を
裏
書
き
し
て
い
惹
と
云
つ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
俊
乘
房
重
源
上
人
一
生
涯
の
勸
進
は
、
云
わ
ぼ
、
東
大
寺
再
建
の
大
勸
進
に
集
約
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
も
大
過
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
ほ
ど
、
東
大
寺
再
建
は
難
工
事
で
あ
り
、
ま
た
、
彼
が
そ
れ
を
成
し
と
げ
た
が
故
に
今
日
も
な
お
榮
光
を
浴
び
つ
づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
私
は
、
重
源
上
人
に
鍬
し
て
、
不
屈
の
金
字
塔
を
う
ち
建
て
た
画
期
的
な
業
績
を
あ
げ
た
と
賞
讃
し
て
も
な
お
言
葉
が
た
ら
な
い
感
を
さ
え
覺
え
る
の
で
あ
る
。
(完
)
俊
乘
房
重
源
の
東
大
寺
再
建
に
つ
い
て
七
七
七
八
註
1
紀
氏
系
圓
。
續
群
第
百
六
十
八
所
收
。
手
向
山
紳
祗
宮
司
上
司
家
藏
。
參
照
註
2
淨
土
寺
開
租
傳
。
播
磨
淨
土
寺
藏
參
照
。
本
朝
高
僣
傳
卷
第
六
十
五
、
重
源
傳
參
照
。
註
3
建
仁
三
年
(
=
一
〇
lil)
頃
、
重
源
そ
の
生
涯
の
事
蹟
を
録
し
て
、
こ
れ
を
南
無
阿
彌
陀
佛
作
善
集
と
名
付
け
て
い
る
。
註
4
作
善
集
參
照
。
註
5
右
同
じ
註
6
作
善
集
及
び
醍
醐
雜
事
記
第
七
、
第
八
裏
書
參
照
。
註
7
二
葉
憲
香
敏
授
「
古
代
佛
敏
思
想
史
研
究
」
永
田
文
昌
堂
版
參
照
。
註
8
五
來
重
博
士
コ
咼
野
聖
」
(角
川
新
書
)
五
十
四
頁
。
註
9
玉
葉
卷
第
四
十
四
。
文
治
二
年
三
月
廿
三
日
の
條
。
註
10
阿
彌
陀
寺
鐵
塔
銘
に
見
ゆ
。
註
1
東
大
寺
造
立
供
養
記
。
註
12
黒
谷
源
空
上
人
傳
第
十
、
勸
進
念
佛
往
生
門
。
法
然
上
入
傳
繪
詞
卷
第
三
等
。
註
13
五
來
重
博
士
著
コ
咼
野
聖
」
一
八
五
頁
。
註
14
玉
葉
第
三
十
五
、
第
三
十
六
。
治
承
四
年
十
二
月
廿
九
日
の
條
。
註
15
玉
葉
卷
第
三
十
六
。
養
和
元
年
十
月
九
日
の
條
。
註
16
東
大
寺
續
要
録
造
佛
篇
。
註
17
玉
葉
。
養
和
二
年
二
月
廿
日
の
條
に
、
用
途
大
略
以
智
識
物
成
寄
之
由
、
重
源
聖
人
令
申
云
々
。
と
見
ゆ
。
註
18
玉
葉
卷
第
三
十
七
。
壽
永
元
年
七
月
廿
四
日
の
條
。
註
19
東
大
寺
續
要
録
造
佛
篇
。
註
20
東
大
寺
續
要
録
造
佛
篇
。
東
大
寺
造
立
供
養
記
。
吾
妻
鏡
卷
第
十
五
。
建
久
六
年
三
月
十
二
日
の
條
。
東
大
寺
要
録
卷
第
五
、
別
當
章
。
註
21
作
善
集
に
、
阿
彌
陀
佛
名
付
日
本
國
貴
賤
上
下
事
、
建
仁
二
年
始
之
成
廿
年
。
と
見
ゆ
。
建
仁
二
年
か
協
逆
算
す
る
と
、
壽
永
二
年
頃
か
ら
阿
彌
陀
佛
號
を
付
し
始
め
た
こ
と
に
な
る
。
註
2
鯛
玉
葉
卷
第
四
十
。
壽
永
三
年
正
月
五
日
の
條
。
註
23
玉
葉
卷
第
四
十
。
壽
永
三
年
六
月
廿
三
日
の
條
。
註
24
同
右
'
註
25
吾
妻
鏡
卷
第
四
。
元
暦
二
年
三
月
七
日
の
條
。
註
26
玉
葉
卷
第
四
十
二
。
元
暦
二
年
四
月
廿
七
日
の
條
。
同
八
月
廿
三
日
の
條
。
東
大
寺
續
要
録
供
養
篇
。
文
治
記
。
文
治
元
年
八
月
廿
三
日
の
條
。
醍
醐
雜
事
記
卷
第
十
。
元
暦
二
年
七
月
十
ゼ
日
の
條
。
同
じ
く
、
文
治
元
年
八
月
十
八
日
の
條
。
註
27
百
錬
抄
卷
第
十
。
文
治
元
年
八
月
廿
五
日
條
。
山
槐
記
文
治
元
年
八
月
廿
七
日
、
廿
八
日
の
條
。
玉
葉
卷
第
四
十
二
。
元
暦
ご
年
八
月
廿
八
日
の
條
。
東
大
寺
造
立
供
養
記
。
東
大
寺
續
要
録
供
養
篇
文
治
記
。
に
も
見
ゆ
。
註
28
玉
葉
卷
第
四
十
四
。
文
治
二
年
三
月
廿
三
日
の
條
。
註
29
阿
彌
陀
寺
鐵
塔
銘
に
、
造
東
大
寺
杣
始
文
治
二
年
丙
午
四
月
十
八
日
。
と
見
ゆ
。
註
30
同
右
註
31
東
大
寺
造
立
供
養
記
。
文
治
二
年
春
四
月
十
日
の
條
。
註
32
井
上
光
貞
博
士
著
「
日
本
淨
土
数
成
立
史
の
研
究
」
三
八
三
頁
か
ら
四
〇
六
頁
參
照
。
註
3
雜
誌
「
日
本
佛
教
」
第
一
號
所
牧
。
菊
地
勇
次
郎
氏
「
黒
谷
別
所
と
法
然
上
人
」
參
照
。
註
34
雜
誌
「
日
本
佛
数
」
第
一
號
十
八
頁
か
ら
二
四
頁
參
照
。
註
35
阿
彌
陀
寺
文
書
。
永
正
七
年
庚
午
十
一
月
十
二
日
の
條
。
補
任
防
州
佐
波
郡
山
行
事
職
事
。
に
「
周
防
州
佐
波
郡
三
谷
引
谷
之
衆
木
屋
所
」
と
見
え
て
い
る
。
註
36
永
正
七
年
庚
午
十
一
月
十
二
日
付
の
阿
彌
陀
寺
文
書
に
、
補
任
防
州
佐
波
郡
山
行
事
職
事
。
橘
奈
良
定
と
見
ゆ
。
註
37
阿
彌
陀
寺
文
書
。
永
正
七
年
庚
午
十
一
月
十
二
日
の
條
と
、
寛
文
五
年
乙
巳
九
月
廿
八
日
の
條
と
に
見
ゆ
。
註
38
東
大
寺
造
立
供
養
記
。
文
治
二
年
春
四
月
十
日
の
條
に
見
ゆ
。
註
39
改
訂
新
版
圖
説
日
本
文
化
史
大
系
七
室
町
時
代
篇
小
學
館
版
一
五
五
頁
寫
眞
二
三
〇
の
解
説
及
び
一
五
六
頁
參
照
。
註
40
拙
稿
「
散
所
と
淨
土
教
中
世
篇
」
(佛
教
大
學
班
究
紀
要
通
卷
第
四
十
二
、
四
十
三
合
卷
號
所
牧
)
に
渡
邊
別
所
が
散
所
的
色
彩
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
論
究
し
た
。
「
國
學
院
雜
誌
」
昭
和
三
十
六
年
五
月
、
六
月
、
七
月
の
各
月
號
に
近
藤
喜
博
博
士
の
「
難
波
の
渡
邊
黨
」
と
題
す
る
論
文
が
あ
め
、
そ
の
中
で
も
渡
邊
の
地
が
散
所
的
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
俊
乘
房
重
源
の
東
大
寺
再
建
に
つ
い
て
七
九
八
〇
註
41
吾
妻
鏡
卷
第
七
。
文
治
三
年
三
月
四
日
の
條
。
註
42
吾
妻
鏡
卷
第
八
。
文
治
四
年
二
月
十
八
日
の
條
。
註
43
吾
妻
鏡
卷
第
八
。
文
治
四
年
三
月
十
七
日
の
條
。
同
じ
く
四
月
十
二
日
戊
寅
の
條
。
註
4
吾
妻
鏡
卷
第
九
。
文
治
五
年
六
月
四
日
の
條
。
註
45
吾
妻
鏡
卷
第
七
。
文
治
三
年
十
一
月
十
日
の
條
。
註
46
吾
妻
鏡
卷
第
十
一
。
建
久
二
年
閏
十
ご
月
九
日
の
條
。
註
47
吾
妻
鏡
卷
第
十
ご
。
建
久
三
年
十
二
月
廿
九
日
の
條
。
註
48
吾
妻
鏡
卷
第
十
三
。
建
久
四
年
三
月
二
日
の
條
。
註
49
吾
妻
鏡
卷
第
十
四
。
建
久
五
年
三
月
廿
二
日
の
條
。
註
50
吾
妻
鏡
卷
第
十
四
。
建
久
五
年
五
月
廿
九
日
の
條
。
註
51
吾
妻
鏡
卷
第
十
四
。
建
久
五
年
六
月
廿
八
日
の
條
。
註
52
吾
妻
鏡
卷
第
十
四
。
建
久
五
年
九
月
二
日
の
條
。
註
53
吾
妻
鏡
卷
第
十
四
。
第
十
五
。
建
久
六
年
二
月
十
四
日
。
三
月
四
日
。
十
日
。
十
一
日
の
各
條
。
註
54
玉
葉
卷
第
四
十
八
。
文
治
三
年
正
月
廿
六
日
の
條
。
註
5
東
大
寺
造
立
供
養
記
。
註
56
華
宮
山
阿
彌
陀
寺
略
縁
起
周
防
阿
彌
陀
寺
藏
。
註
57
淨
土
寺
文
書
。
建
久
三
年
九
月
廿
七
日
の
條
。
註
58
法
然
上
人
傳
繪
詞
(
琳
阿
撰
)
卷
第
五
。
法
然
上
人
傳
記
卷
第
二
、
下
淨
土
曼
陀
羅
事
。
註
59
百
錬
抄
卷
第
十
。
建
久
元
年
十
月
十
九
日
の
條
。
東
大
寺
造
立
供
養
記
。
建
久
元
年
十
月
十
九
日
の
條
。
註
60
玉
葉
卷
第
五
十
八
。
建
久
元
年
十
月
廿
七
日
の
條
。
註
61
東
大
寺
續
要
録
諸
會
篇
り
建
久
三
年
三
月
十
三
日
の
條
。
註
62
吾
妻
鏡
卷
第
十
三
。
建
久
四
年
正
月
十
四
日
の
條
。
註
63
吾
妻
鏡
卷
第
十
三
。
建
久
四
年
三
月
十
四
日
の
條
。
註
64
玉
葉
卷
第
六
十
四
。
建
久
四
年
四
月
七
日
の
條
。
註
65
玉
葉
卷
第
四
十
九
。
文
治
三
年
五
月
廿
九
日
の
條
。
註
6
百
錬
抄
卷
第
十
。
建
久
六
年
三
月
十
二
日
の
條
。
玉
葉
卷
第
六
十
六
。
建
久
六
年
三
月
十
二
日
の
條
。
吾
妻
鏡
。
卷
第
十
五
。
建
久
六
年
三
月
十
二
日
の
條
。
註
67
東
大
寺
造
立
供
養
lna
に
、
建
久
八
年
四
月
骨
四
日
、
始
造
戒
壇
院
、
至
同
八
月
廿
八
日
造
畢
。
と
見
ゆ
。
註
68
東
大
寺
要
録
卷
第
五
、
別
當
章
第
七
。
註
69
東
大
寺
造
立
供
養
記
、
建
久
七
年
の
條
。
註
70
三
長
記
。
建
久
六
年
十
一
月
十
一
日
の
條
。
辨
官
補
任
。
建
久
六
年
並
び
に
建
久
七
年
の
條
。
註
71
明
月
記
。
正
治
元
年
正
月
廿
日
の
條
。
註
72
一
宮
造
替
紳
殿
寳
物
等
目
録
玉
祀
聯
祗
藏
。
建
久
六
年
九
月
廿
八
日
の
條
。
註
73
東
大
寺
領
周
防
國
宮
野
庄
田
畠
等
立
券
文
防
府
上
司
家
藏
。
註
74
東
大
寺
續
要
録
寺
領
章
建
久
七
年
十
一
月
三
日
の
條
。
註
75
建
久
八
年
十
一
月
i
l-1-
t
l
日
の
銘
の
見
え
る
、
阿
彌
陀
寺
鐡
塔
銘
に
見
ゆ
。
註
76
阿
彌
陀
寺
文
書
。
正
治
二
年
十
一
月
八
日
の
條
。
註
7
作
善
集
播
磨
別
所
ノ
條
。
註
78
百
錬
抄
卷
第
十
一
。
建
仁
元
年
九
月
廿
一
日
の
條
。
に
迎
講
の
こ
と
が
見
え
、
作
善
集
に
は
、
頭
成
庄
施
入
の
こ
と
が
見
え
る
。
註
79
作
善
集
。
御
費
山
新
大
佛
寺
來
由
記
。
新
大
佛
寺
記
等
に
見
ゆ
。
註
80
百
錬
抄
卷
第
十
一
。
建
仁
三
年
十
一
月
卅
日
の
條
。
明
月
記
建
仁
三
年
十
一
月
卅
日
の
條
等
。
註
81
作
善
集
や
譲
状
の
各
別
所
の
條
に
各
々
湯
屋
が
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
見
え
て
い
る
。
俊
乘
房
重
源
の
東
大
寺
再
建
に
っ
い
て
八
一

